
大
分
県
功
労
者

　各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
次
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　危
険
を
伴
う
業
務
に
従
事
し
た
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

元
大
分
県

歯
科
衛
生
士
会
会
長

梶
原 

眞
理 

さ
ん

元
准
空
尉

黒
石 

公
美 

さ
ん

元
准
空
尉

神
田 

敏
夫 

さ
ん

表
具
作
家

和
田 

木
乃
実 

さ
ん

元
大
阪
府
警
部

一
丸 

隆
寿 

さ
ん

※�ご本人の希望に
より写真を掲載
していません

日
吉
屋 

源
治 

さ
ん

国
東
市
国
東
地
区
公

民
館
主
事
と
し
て
、
令

和
６
年
３
月
ま
で
７
年

間
、
地
区
公
民
館
活
動

の
推
進
に
尽
力
し
、
地

域
の
社
会
教
育
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

河
野 

伸
二 

さ
ん

国
東
市
朝
来
地
区
公

民
館
長
と
し
て
、
令
和

７
年
３
月
ま
で
10
年

間
、
地
区
公
民
館
活
動

の
推
進
に
尽
力
し
、
地

域
の
社
会
教
育
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

野
田 

敏
廣 
さ
ん

国
東
市
上
国
崎
地
区

公
民
館
長
と
し
て
、
令

和
６
年
３
月
ま
で
10
年

間
、
地
区
公
民
館
活
動

の
推
進
に
尽
力
し
、
地

域
の
社
会
教
育
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

清
末 

徹
治 

さ
ん

楽
士
と
し
て
地
元
神

社
祭
典
の
運
営
に
30
年

以
上
、
ま
た
、
後
継
者

養
成
に
も
取
り
組
み
伝

統
文
化
の
振
興
に
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

古
城 

芙
美
枝 

さ
ん

国
東
市
公
民
館
運
営

審
議
会
委
員
と
し
て
、

令
和
６
年
３
月
ま
で
８

年
間
、
公
民
館
活
動
の

推
進
に
尽
力
し
、
地
域

の
社
会
教
育
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

畑 

克
明 

さ
ん

楽
士
と
し
て
地
元
神

社
祭
典
の
運
営
に
30
年

以
上
、
ま
た
、
後
継
者

養
成
に
も
取
り
組
み
伝

統
文
化
の
振
興
に
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

重
吉 

洋
子 

さ
ん

「
学
び
の
教
室
（
国

東
小
学
校
）」
の
補
充

学
習
指
導
者
と
し
て
、

令
和
７
年
３
月
ま
で
11

年
間
に
わ
た
り
、
学
力

向
上
と
地
域
の
教
育
力

向
上
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

藤
原 

和
彌 

さ
ん

多
年
に
わ
た
り
地
区

の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

地
域
活
動
の
推
進
役
と

し
て
積
極
的
に
取
り
組

み
地
域
社
会
の
振
興
に

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤 

潤
一
郎 

さ
ん

「
学
び
の
教
室
（
旧

小
原
小
学
校
）」
の
補

充
学
習
指
導
者
と
し

て
、
令
和
７
年
３
月
ま

で
10
年
間
に
わ
た
り
、

学
力
向
上
と
地
域
の
教

育
力
向
上
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
士 

多
見
男 

さ
ん

多
年
に
わ
た
り
地
区

の
様
々
な
行
事
に
携
わ

り
、
地
域
活
動
の
推
進

役
と
し
て
積
極
的
に
取

り
組
み
地
域
社
会
の
振

興
に
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

宗 

義
彦 

さ
ん

20
年
以
上
、
旧
小
原

小
学
校
児
童
の
登
下
校

中
の
見
守
り
活
動
を
行

い
、
交
通
安
全
な
ど
社

会
秩
序
の
安
定
に
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

藤
井 

俊
弘 

さ
ん

「
学
び
の
教
室
（
旧

小
原
小
学
校
）」
の
補

充
学
習
指
導
者
と
し

て
、
令
和
７
年
３
月
ま

で
14
年
間
に
わ
た
り
、

学
力
向
上
と
地
域
の
教

育
力
向
上
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

元
大
分
県

歯
科
衛
生
士
会
会
長

梶
原 

眞
理 

さ
ん

元
准
空
尉

黒
石 

公
美 

さ
ん

元
准
空
尉

神
田 

敏
夫 

さ
ん

池
田 

信
一 

さ
ん

「
学
び
の
教
室
（
旧

旭
日
小
学
校
）」
の
補

充
学
習
指
導
者
と
し

て
、
令
和
７
年
３
月
ま

で
12
年
間
に
わ
た
り
、

学
力
向
上
と
地
域
の
教

育
力
向
上
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

表
具
作
家

和
田 

木
乃
実 

さ
ん

元
大
阪
府
警
部

一
丸 

隆
寿 

さ
ん

福
田 

勝
子 

さ
ん

「
学
び
の
教
室
（
旧

旭
日
小
学
校
）」
の
補

充
学
習
指
導
者
と
し

て
、
令
和
７
年
３
月
ま

で
14
年
間
に
わ
た
り
、

学
力
向
上
と
地
域
の
教

育
力
向
上
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

上
原 

隆
生 

さ
ん

国
東
市
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
、
令
和
７

年
３
月
ま
で
９
年
間
、

農
業
行
政
の
振
興
に
努

め
地
域
産
業
の
発
展
に

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

笹
野 

喜
代
子 

さ
ん

国
東
市
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
、
令
和
７

年
３
月
ま
で
６
年
間
、

農
業
行
政
の
振
興
に
努

め
地
域
産
業
の
発
展
に

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

秋
吉 

文
隆 

さ
ん

保
護
司
と
し
て
、
昭

和
60
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
31
日
ま

で
40
年
間
活
動
さ
れ
、

公
共
の
社
会
福
祉
の
向

上
に
貢
献
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

安
松 

マ
サ
子 

さ
ん

国
東
市
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
、
令
和
７

年
３
月
ま
で
６
年
間
、

農
業
行
政
の
振
興
に
努

め
地
域
産
業
の
発
展
に

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

山
口 

勝
治 

さ
ん

令
和
７
年
度
第
72
回

全
国
乾
椎
茸
品
評
会
の

茶
花
ど
ん
こ
の
部
に
お

い
て
最
高
賞
と
な
る
農

林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
、
市
民
の
誇
り
と
な

る
優
れ
た
成
果
を
収
め

ら
れ
ま
し
た
。

片
山 

み
ど
り 

さ
ん

国
東
市
西
安
岐
地
区

公
民
館
主
事
と
し
て
、

令
和
７
年
３
月
ま
で
11

年
間
、
地
区
公
民
館
活

動
の
推
進
に
尽
力
し
、

地
域
の
社
会
教
育
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

稙
田 

春
洋 

さ
ん

国
東
市
朝
来
地
区
公

民
館
主
事
と
し
て
、
令

和
７
年
３
月
ま
で
６
年

間
、
地
区
公
民
館
活
動

の
推
進
に
尽
力
し
、
地

域
の
社
会
教
育
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

感
謝
状

感
謝
状

功
労
表
彰

感
謝
状

感
謝
状

長年の功績と貢献をたたえて

国東市文化の日表彰
令和７年度の「国東市文化の日表彰式」が、11月３日（文化の日）にホテルベイグランド国東で行われました。市
では、長年にわたり各分野で尽力され、市勢の進展、住民福祉の増進、芸術文化の向上などに功労のあった方々に対
し、表彰を行っています。表彰式では、栄誉表彰が１名、功労表彰が１名、感謝状が20名の方々に対して贈られました。
併せて、国からの叙勲や大分県功労者の表彰を受けられた方々についてもご紹介します。

栄
誉
章
表
彰

学
術
・
文
化
振
興

瑞
宝
双
光
章

社
会
福
祉
保
健

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章
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